
※平成23年度に実施した事業を評価しています

42 - 23 - 01 - 00 予算事業名

会計 10 款 04 項 01 目 04

１．事業の位置付けと関連計画等

第三次川越市総合計画後期基本計画における位置付け 位置付けなしの場合
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２．事業の目的と概要

３．実施にかかるコストと実績 (単位:千円)
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※24年度、25年度の事業費、人件費は見込額

４．成果指標・活動指標による分析 ※臨時職員の給与も、人件費に含みます。

活動 ：中心指標 単位

活動 件

活動 件

５．事業の実施を通じた分析・評価

平成24年度　事務事業評価シート

事務事業名称 そ族・昆虫駆除等事務 継続

コード 環境衛生指導

根拠となる法
令、条例等

なし
方向性（節） 生涯を通じた健康づくりと安全なまちづくり

保健医療部 予算事業コード

法令による実施義務 義務ではない

担当部署

基本目標(章)

施策 保健衛生・医療体制の充実 個別計画等の
名称

なし
細施策 衛生的で快適な住環境の確保

ともに助け合い、一人ひとりが健康でいきいきと安心して暮らせるまち

事業の目的
（誰・何を対象に、何のた
めに実施するのか）

市内に土地若しくは家屋を所有し、又は管理する者を対象として、そ族・昆虫を駆除し、もって市民の安全で
快適な生活環境の保全を図ることを目指す。

事業の概要
（活動内容、実施手段・

方法など）

そ族・昆虫を駆除するために駆除方法の説明や駆除業者を紹介する。特に、スズメバチについては、巣の除
去に対して、補助金を交付する。

20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度

450 515

予算額 2,074 1,841 1,967 2,249 499

5,550 5,550 5,550 5,550

事業費 1,939 1,465 1,903 1,755

5,550

総コスト（Ｃ＝Ａ＋Ｂ） 7,489 7,015 7,453 7,305 6,000 6,065

人件費 5,550

0.00人 0.00人

正規職員（1年間の従事人数） 0.75人 0.75人 0.75人 0.75人 0.75人

0 0 0 0

0.75人

臨時職員（1年間の従事人数） 0.00人 0.00人 0.00人 0.00人

0

その他特定財源

国県支出金 0

市の財政負担（＝Ｃ－Ｄ－Ｅ） 7,489 7,015 7,453 7,305 6,000 6,065

20年度 21年度 22年度 23年度 指標の定義

補助金交付件数 227 153 221 200 補助金交付の申請件数

そ族・昆虫の相談
件数

816 739 754 722 市民等からの相談件数

中心指標の考え方 本事業の成果には、社会環境的要素が強く介在するため、活動指標を中心に評価する。

指標に基づく評価
スズメバチの巣の放置は、周辺住民を危険に晒すことになるため、駆除は必要である。駆除費用は高額なた
め、積極的な駆除を推進するためにも、補助金の交付は必要と考える。

⑴　現在の課題と状況 必要性に課題

補助金交付は平成２４年度から廃止した。スズメバチの被害は状況によっては、人の生命にも関わる問題となる可能性もある。住民へ
の危害防止対策については、補助金交付に代わる効果的な方策の検討を進め,市民の安全を図る必要がある。

食品・環境衛生課 環境衛生担当

補助金交付については、平成23年度公開事業点検事業で「廃止すべき」との結果が出た。この結果を受け検討した結果、平成24年度
から補助金交付事業を廃止した。

⑵　比較参考値（他市での類似事業の例など）

⑶　事業を廃止・縮小したときの影響

今年度から、補助金交付事業は廃止したが、スズメバチの巣の放置による周辺住民への危害が心配される。

⑷　所属長自己評価（今後の方向性） 改善（見直し）


